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薬用植物オオブカトウキの切り花の可能性

川同信吾

Possibility oF Cut Flowcr on Mcdicinal Plant Touki,ム″=夕′rrα αで″r′′σうα
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トウキム″g夕′,c″竹″r′わ力 はセリ科の多年性草   株 の切り花の栽培条件を検討し, 2, 3の 知見が

本で,乾 燥させた根は漢方業として利用される
1   得 られたので報告する。

・1)。栽培種はオオブカトウキ (ヤマ トトウキ)

とホッカイトウキがあり,奈 良県では吉野郡を中    1年 生苗による切り花 1995年,1996年にそれ
′じヽにオオブカトウキが栽培31)さ れているが,   ぞ れ播種し,翌 春に掘り上げた荷を第 1表のよう

1995年の栽培面積は867a2)で,生 産者の高齢化と   に 分類して開花状況を調査したところ,苗 の根部

価格の低迷のため減少している。その対策として,  最 大径が太くなるにしたがい開花株率は高く,花
オオブカトウキの栽培拡大を図るため,切 り花と  茎 は長く,開 花は早くなった (第1表)。

しての可能性を検討したところ,生 薬特有の臭い    し かし,根 部径が15～20mの苗でも開花株率は

はあるものの,お おむね良好な評価が得られ,稽   759%, 1株 当たりの採花数は主茎の複散形花 1

古花としての需要があること,生 薬の約25倍の  本 のみで,単 位面積当たりの切り花本数は少なか

粗収益があること等が明らかになった。       っ た。また,花 茎の長さは,36 7cnlと垣かく (第

そこで, 1年生蔵の大さと定植年,定 植 2年 目   1表 ). 1年生苗を定桓年に切り花とする方法は

第 1表 複 散形花の開花 花 茎長に及ぼす苗質の影響

Tablc l Effcct oF secdling size on tいo ratio oF flowering and iength of stalk h。ld umbol

調査年  苗 質 (根部最大径)   開 花株率      花 茎長 (cm)      開 花期n

(aD)       (%)      (平 均士sE)      (月 /日)

4～ 6未満      00         -
'96"    6～

8未満      00         -
8～ 10未満     176a4)     332主 234

10～12未満     486b 365± 18a

7～ 8未満      00
'972)    8～

9未満     167a
10～15未満     483b

15～20未満     759o

260± 13a 6/19a

232■ 074              6/13b

367± 13b 6/ 9c

1)199543播 極
'9634定

植 条両 株間とも40m(63カ nl)9774調 査

の 19964冴 播種
'97312定

植 条問 様問とも40cm 16帥 ポ))'97722調 査

3)複 散形花の小花が50～8000開花した時期

4)実 なる英文字間に5%水準の有意性あり (ダンカンの多重検定)
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第 1図 側 枝の花茎長

15     第 20側技

Fi=1 晩 ngth oFiatαai nower stalk

l)1994427播 種,'95314定 植)'9699調 査

適さなかった。

2年 生株による切り花 1994年 4月 27日に播極

し,翌 春掘 り上げ定植し,そ の後抽台しなかった

株を据え置きにし,1996年以降の生育,開 花状況

をみた。(第1図 )

1年 同育苗 し,根 部最大径がそれぞれ 4～ 5,

5～ 10,10～ 15Dnであった苗を危植した後 1年間

養成 し,肥 大程度を測るため一部掘 り上げたとこ

ろ,そ れぞれ333,399,415mに 増加 していた。

幡柾後 3年 目の 6月 の開花株の主茎長は72 3 an)

主茎の節数は約20で,各 節から側枝の発生が見ら

れた。側枝の花茎長が50cm以上の複散形花を持つ

側枝は 1株平均17本であった。また、複散形花の

大きさは主掌が最も大きく,長 径145,短 径139

cmで,主 茎の最上部から発生する側枝の複散形花

が最も小さく,そ れぞれ113,10 8cmであった。

苗密度と根部最大径の関係 1995年 3月 下旬か

ら4月 上旬にかけて,粂 間を10cm、および40cm(業

用栽堵の慣行)として点播 じ,第 2表 の密度とな

るよう間引いた。その結果,株 密度が低くなるほ

ど根部最大径は大きくなつたが,裁 植密度を125

株/fよ り低くしても根頭径は大くならなかった

(第2表)。

以上より,オ オブカトウキの切り花生産方法と

しては,① l年目は密植して,根 部最大径8 8ul未

満の苗を養成する。②2年 目には根部の肥大に努
める。③据え置き株を用い, 3年目に収穫すれば

品質,採 花本数ともに向上すると考えられる。今

後, 2年目に抽台しない株の効率的な養成法の確

第 2表  栽 培密度と根部最大径の関係
Tablc 2  R。lation bet、veen Planting dcnsity and

diamcter or rhizomc

粂間 栽 培密度 根部最大径

(本/ぷ ) (D In)

へ３

　
　
（３

　
て
υ

本Ａ
ｖ
　
０
０
　
つ
ち

０４

1 8 1が)

195a

1 9 7 a

10ど

652

901

1377

140b

1286

108o

1)1995327点 梅 株間40,3020m

(63,83125株 /甫 )'951116調 査

2)199543点 播)'951221調査

3)異 なる英文字FB5に5●.水準の有吉性あり(ダンカンの

多童検定)

立,さ らにセル成型宙システム,ポ ット育苗など

の可能性を調べたい。
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